
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばす。

国語力の向上や社会生活の充実を図るため、積極的に表現したり考えたりする力を伸ばす。

9

B 単元「ことばの使い分け」
【知識及び技能】
言葉の特徴や役割、表現の特色をふ
まえ、正確さ、わかりやすさ、適切
さ、敬意と親しさなどに配慮した表
現や言葉遣いについて理解して使っ
ている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識及び技能】
敬語を正しく使い分けることができている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇○

知

１
学
期

A 単元「変わる」ことを楽しもう
【知識及び技能】
文章中の言葉の意味を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
筆者の考え、主張をくみ取り、文章
の主旨を理解しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
教師が出すヒントを聞き、発問に対
して答えようとしている。

「変化」「変わること」について
思いを交流させる。
中学生から高校生になり変わった
ことを書き出させる。
好奇心をもって取り組みたいこと
について作文を書かせる。

言葉を正しく使い分ける学習に興
味をもたせる。
言葉を使い分ける理由について考
えさせる。

定期考査

○

態

C 単元「ナンバーワンか、オンリー
ワンか」
【知識及び技能】
　各語が文章中でどのような意味で
使われているか理解しようとしてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
ナンバーワン、オンリーワンという
一見類似した言葉の持つ意味やニュ
アンスの違いを理解し、文章の主旨
を理解しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
問題提起とその答えを意識して、文
章の構成をつかもうとしている。

オンリーワンとナンバーワンの意
味について説明させる。
オンリーワンとナンバーワンのど
ちらに賛成するか、その理由とと
もに考えさせる。

定期考査

D 単元「生きることと食べることの
意味」
【知識及び技能】
　接続詞の使い方を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
生きること、食べることの相関関係
を読み取り、説明のしかたを考えな
がら読もうとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
また生物学由来の言葉の定義や意味
を理解しつつ読解しようとしてい
る。

接続表現の働きを理解させ、例文
等を考えさせる。
二つの実験結果と筆者の主張の関
係を把握し、実験結果を示すこと
の効果や説得力について考えてい
る。

(1組:村上・染谷)

【 知　識　及　び　技　能 】国語力の向上や社会生活の充実を図るための知識や技能を伸ばす。

国語 現代の国語 2

(2組:山田・染谷) (3組:山田・染谷) (4組:山田・村上) (5組:山田・村上)

大修館書店「新編　現代の国語」

現代の国語

現代の国語国語

領域
評価規準

国語力の向上や社会生活の充実を図るための知
識や技能を伸ばす。

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成
し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想
像力を伸ばす。

○

○

〇

【知識及び技能】
主張と根拠などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
「読むこと」において、文章の内容や構成、
論理の展開を的確にとらえ、要旨や要点を把
握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
筆者の主張をふまえて、「現代の国語」の学
習に積極的に取り組もうとしている。

○ ○ ○○

(6組:山田・村上)

【学びに向かう力、人間性等】

国語力の向上や社会生活の充実を図るため、
積極的に表現したり考えたりする力を伸ばす。

現代の国語

配当
時数

○ ○

○ ○

【知識及び技能】
文、文章の効果的な組み立て方や接続のしか
たについて理解している。
個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
「読むこと」において、内容や構成、論理の
展開などについて叙述をもとに的確にとら
え、要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に学習に取り組み、説明のしかたをと
らえようとしている。

○

5

○ ○

〇

7

1

8

1

【知識及び技能】
文、文章の効果的な組み立て方や接続のしか
たについて理解している。
個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
「読むこと」において、内容や構成、論理の
展開などについて叙述をもとに的確にとら
え、要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に学習に取り組み、説明のしかたをと
らえようとしている。



7

1

話し合いの主旨を理解させ、目的
やテーマに沿った話し合いの進め
方を考えさせる。
議論の広げ方や深め方、結論の出
し方を工夫させ、話し合いをさせ
る。

【知識及び技能】
話し合いの特色をふまえ、相手に配慮した言
葉遣い、わかりやすい言葉を使っている。
【主体的に学習に取り組む態度】
よりよい話し合いをしようとつとめている。

〇

1

〇 〇 〇

〇 〇

〇

図との関係に注意させながら、文
章を読み取らせる。

〇

【知識及び技能】
情報と情報との関係について理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
「読むこと」において、文章や図表などに含
まれている情報を相互に関連づけながら、内
容や書き手の意図を解釈し、自分の考えを深
めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
視点や根拠に注意し、文章や図形などから必
要な情報を読み取ろうとしている。

〇 〇

〇

E「ショートスピーチ」
【知識及び技能】
　適切な意味の言葉を選んで話して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
話の構成や展開を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
話に抑揚をつけたり、表情を豊かに
したりして、伝わりやすい表現を心
掛けている。

話し方の留意点を確認させる。
1人2分程度でテーマに沿ってス
ピーチさせる。
聞き手の生徒には項目別に話し手
の採点をさせ、あとでフィード
バックさせる。 〇

【知識及び技能】
筆者の主張とその根拠の関係について理解し
ている。
言葉の定義を理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
「読むこと」において、筆者の主張とその根
拠になる具体例についてとらえている。
「読むこと」において、文章の内容について
自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
筆者の主張とその根拠をとらえようとすると
ともに、自分の考えを持とうとしている。

〇

〇
〇 〇

〇

〇

〇 7

〇

〇 〇 〇 7

【知識及び技能】
話し言葉の特徴をふまえ、わかりやすさ、適
切さに配慮した表現や言葉遣いについて理解
している。
話の効果的な組み立て方について理解してい
る。

【知識及び技能】
対比の関係に着目し、その意図をとらえるこ
とができている。
【思考力・判断力・表現力等】
「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙
述をもとに的確にとらえ、要旨や要点を把握
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習課題等にそって、具体や抽象、対比の関
係をとらえようとしている。

7

【知識及び技能】
対比、例示、言いかえなどについて理解して
いる。
【思考力・判断力・表現力等】
「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙
述をもとに的確にとらえ、要旨や要点を把握
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
対比の関係、具体と抽象の関係をとらえよう
としている。

合計

70

２
学
期

定期考査

I「何のために『働く』のか」
【知識及び技能】
　コンプレックス、ワーキングプア
などの現代語の定義、意味を理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
筆者の問題意識や主張を的確に読み
取っている。
【学びに向かう力、人間性等】
読み取った内容を踏まえて、自分の
考えを広げようとしたり、自分自身
の職業観の涵養に生かそうとしたり
している。

J「テーマを決めて話し合おう」
【知識及び技能】
　話し合いの際にきをつけるべきこ
とを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な方法を考えたり用いたりし
て、アイデアを広げ、整理してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
話し合いの目的を理解し、目的に
沿った話し合いを進めようとしてい
る。

定期考査

３
学
期

対比の関係を意識しながら読ませ
る。
具体例の働きをとらえさせ、具体
と抽象の関係を考えさせる。

何のために「働く」のかを、文章
をもとに考えさせ、その根拠を考
えさせる。

G「商品と贈り物の違い」
【知識及び技能】
　言葉の対比関係を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
具体と抽象の関係をとらえ、筆者の
主張を読み取っている。
【学びに向かう力、人間性等】
商品と贈り物、経済と非経済などの
対比をもとに文章を理解している。

H「情報の力関係」
【知識及び技能】
図と説明文の関係を読み取ってい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文字、図、絵などが読み手に与える
効果に着目できている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報を適切に読み取ろうとしてい
る。

〇

〇

F「水の東西」
【知識及び技能】
　言葉の対比関係を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
具体と抽象の関係をとらえ、筆者の
主張を読み取っている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の身近なものをイメージしつ
つ、東洋と西洋の文化の違いを考察
している。

定期考査

6

動画等を見せ、鹿おどし、噴水を
視覚的、聴覚的にイメージさせ
る。
東洋の水の姿、西洋の水の姿につ
いて説明させる。

〇

〇

〇

7


